
テーマ 所属・補職名 氏名

経済局課長補佐（工業技術支援ｾﾝﾀｰ企画調査
担当係長） ○長谷川　政男

経済局課長補佐（経済政策課ＩＴ産業等振興
担当係長） 桐原　和博

経済局課長補佐（総務課調整係長） 森　健二
横浜ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進事業本部　創業・ﾍﾞﾝﾁｬｰﾌﾟ
ﾛﾓｰｼｮﾝ課

髙木　秀昭

総務局課長補佐（国際課担当係長） 今冨　雄一郎
緑政局金沢動物園 岩間　隆男

環境保全局環境科学研究所研究課 ○角田　定孝

都市経営局政策課 関口　昌幸

緑政局農政課 江成　卓史

磯子区区政推進課 加藤　隆章

戸塚区区政推進課 清水　誉

福祉局三春学園 草柳　祐介

都市計画局都市デザイン室 ○小田嶋　鉄朗

福祉局障害福祉課 西村　幸恵

福祉局松風学園 上田　佳絵
環境事業局家庭系ごみ対策課 髙橋　岳史

経済局食肉市場管理課 川上　千恵

鶴見区課税課 花摘　梢子

青葉区区政推進課 菅井　亜紀子

都市計画局南部開発課 ○石黒　徹

市立大学事務局学務課鶴見キャンパス担当係
長

入江　佳久

総務局統計解析課 古谷　雅孝

環境保全局環境科学研究所研究課 井上　友博

緑政局北部農政事務所 遠藤　明子

港湾病院理学診療科担当係長 ○稲坂　恵

磯子区生活衛生課環境衛生係長 前橋　昌幸

衛生局脳血管医療センター医事課 濱井　俊充

経済局食肉市場管理課 瀬谷　直幹

教育委員会みなと総合高等学校 佐々木　はるみ

経済局経済政策課 ○山中　研

都市経営局政策課 石原　従道

経済局経済政策課 早川　綾子

経済局経営金融課 黒沢　龍一

鶴見区区政推進課 下村　麗子

栄区保険年金課 河原　大

南区納税課担当係長 ○阿部　豊

下水道局設備課 中沢　武巌

緑政局担当課長（運営改善課担当係長） 町田　崇

建築局電気設備課 藤岡　干久

福祉局課長補佐（保育運営課保育運営担当係
長）

○春原　隆之

都筑区茅ヶ崎保育園長 斉藤　幸子
市民局総務課 齋田　恭代
緑区長津田保育園長 平井　由美子
鶴見区戸籍課 大里　和巳
教育委員会飯田北小学校 大須賀　みどり
都市計画局課長補佐（都心部整備課担当係
長）

○緒賀　道夫

磯子区地域振興課区民施設担当係長 土田　俊樹

総務局システム管理課 関　弥生子

緑政局緑政課 田並　静

交通局自動車部営業課 黒田　美夕起

教育委員会ひかりが丘小学校 原　光昭

※○は代表者

　
　横浜の緑の保全とｼﾃｨｾｰﾙｽを推進するために、不耕作農地等でﾋﾞｰﾙ麦を栽培し
て、地ﾋﾞｰﾙを製造し、ﾗﾍﾞﾙ等に芸術家参加の付加価値をつけて販売していく事業の
実現に向けた検討を行う。

　素敵な「結婚式」を挙げられる観光地として横浜を売り出し、市のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟと
経済効果につなげるために、「情報誌の発行」、「洋館や公園、船上などでの結婚
式利用推進」、「横浜ｸﾞｯｽﾞの引き出物展開」、「ｵﾌﾟｼｮﾅﾙﾂｱｰの開発」などの事業
化を検討する。

　

　局別・用途別の情報提供に止まっている現在の地理情報システム
（GIS:Geographic Information System）を、全庁的な利用の観点からCAD・CG・
GPS等のツール利用も含めて再構築し、行政内のデータ連携や、市民の地域まちづ
くりのサポートが進むよう検討を行う。このことにより、市民・行政・企業は横浜
のまちづくりをビジュアルに考えることが可能となる。

　遊具事故や転倒事故等、地域で多発する事故を「突発ではない予防可能事象」と
捉えた上で、その対策として「ｾｰﾌﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ」を展開する。具体的には、WHOによ
る「Safe Community」の認証取得に向けた、事故ﾏｯﾌﾟの作成、事故予防ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
作成・実践などの検討を行う。

　
　
　
　羽田空港再拡張を、横浜の街の国際化を促進するチャンスとして活かせるよう、
海外及び国内からの人（企業）・モノ・サービスの集積につながる街の魅力づくり
（アメニティ）や、外国からの来街者にとって心地よい環境づくり（ホスピタリ
ティ）など、ソフト面を中心とした事業の検討を行う。

　民の力の活用による行政課題の解決と開発型中小企業の育成を図るため、行政課
題と企業のマッチングとともに、研究開発から事業化までを一貫した支援を行う横
浜独自のシステム(横浜版ＳＢＩＲ：Small Business Innovation Research)の構築
を検討する。

　
　自然ｴﾈﾙｷﾞｰや夜間電力の活用を広げるために、不安定な電力でも効果的に蓄電で
きるｷｬﾊﾟｼﾀ蓄電の技術を核とし、地域施設等への導入が可能な小規模分散型の発電
ｼｽﾃﾑの開発普及を検討する。

　子育ての負担感、孤立感を感じている人たちを市民が主体となって支援していく
街を実現するため、子育て市民団体の組織化や市民参加型の山村留学体験、出張交
流保育など、地域における市民の力を引き出していく事業の検討を行う。

 
  人口減少・産業空洞化が進む横浜南部エリアにおいて、多彩な社会資源を活かし
た、地域再生のための「総合的なプロモーション」の展開を検討する。エリアの中
では「金沢八景」を「環境行動都心」として位置付け、重点的に自然環境の保全、
住環境の向上につながる活動を検討するとともに、地域ポータルサイトの設置、市
民団体のネットワーク化など、エリア全体に広がる活動の具体化を検討する。

16年度アントレプレナーシップ事業の検討メンバー

横浜版ＳＢＩＲの構築～民の力を活用した行政課題の解決と開発型中小
企業育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ～　（6人）

横浜南部ｴﾘｱの再生と環境行動都心「金沢八景」の形成　（6人）

Wedding in YOKOHAMA　（7人）

街づくり支援ﾂｰﾙとしてのGISの展開　（5人）

Safe Community〔安全地域社会〕都市：横浜を創ろう　（5人）

世界と近いﾖｺﾊﾏづくりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　　　　　　　　　　　　　　　　～羽田空港国際化を契機として～　（6人）

小規模分散型発電ｼｽﾃﾑの普及による環境対策　（4人）

市民との協働が織りなす子育て支援策　（6人）

芸術麦酒製造構想（げいじゅつびーるせいぞうこうそう）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～アートを飲んで街づくり～　（6人）


